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3月と言えば皆さんそれぞれのイメージがあると思います。私は「希望」という言葉が思
い出されます。これから一年間をどのように過ごせば良いのかと考え、目標を立て、今 生
きることを大切に、今出来ることを一生懸命に行うように誓います。

私はいつも春の初めに花を見に行きます。そういう時どこかで希望の鐘が鳴り響き、希望
の種が芽生えてくるのです。人はそれぞれ新しい未来へと向かっていきます。そして、心に
咲く希望の花が誕生し、新しい命が宿り、次から次へと美しい花が咲き始めます。花を見る
たびに数え切れないほどの音が絶えず共鳴し合い、新しいメロディーを奏でます。それは、
どんなことがあっても前を向いて歩く、希望への道に繋がります。しかし、この世の中では
様々な予想していないことが起こるでしょう。突然、病気にかかってしまう人もいれば、病
気を恐れ、辛くて、とても耐えられないような病状と痛みを持っている方もおられます。そ
ういう状態になっている人に私たちは何が出来るでしょう。愛を持って尽くす、ただそれだ
けです。毎日、利用者様の話を聴きながら、笑顔で応え、接することが大事だと思います。
愛があれば喜びがあり、幸せがあり、必ず立ち上がる希望があります。

療養部５階 グェン ティ ホア



節分の日は２月３日ですが、5階のフロアでは２月2日に節分の集いを行ないました。
司会者から「昔の節分はどうでしたか？」と尋ねられると、利用者の皆様もそれぞれに節分
に関して思い返されている様でした。そんな時に鬼に扮装したスタッフが登場すると、みん
なは目を大きく見開いて驚いておられました。中には笑っておられる方もおり、まさに福を
呼ぶような笑い声が5階のフロアに響き渡りました。そして待ちに待った「豆まき」の時間
です。利用者の方々の鬼気迫る豆まき。どっちが鬼か分からなくなるくらいの白熱ぶりでし
た。また来年も元気に鬼退治をしてくださいね！！

療養部5階 町田 敏則
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皆様とても楽しそうに
豆まきをされていました！！



 

 

 

 

 

 

 

今回は、通所リハビリテーションの館内をご案内します！
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廊下や階段を活用したり、屋外へ

出てのリハビリも行っています。 

皆さんと一緒のお食事。 

和気あいあいと、にぎやかで美味しいですよ。

通所リハビリ 第６弾 

毎日のサークル活動･楽リハは

ここで行っています。 

 

最近、玄関前のベンチが新

しくなりました。 

お気付きでしたか？ 

 

安全・安心して入浴していただけます。

食後のひととき 喫茶コーナー 

エントランスホールも満席になる盛況ぶりです。



～ご面会のみなさまへ～

1月～2月にかけてのインフルエンザ発症に伴い、

ご家族の方々には大変ご迷惑をお掛け致しました。

皆様のご協力により感染も最小限に抑えることができ、

ありがとうございました。

3月には面会等の再開も考えております。

引き続き感染症対策として、インフルエンザ・

ノロウイルスの疑い、また風邪症状のある方の面会は

ご遠慮ください。ご協力お願いいたします。

ニューライフガラシア感染対策委員会

皆さんこんにちは。私は休日になるとじっとできない性格で、時間を見つけてはよく旅に行ってい

ます。今では、LCC（格安航空券）で国内旅行より安く海外旅行が楽しめる時代になりました。

関西弁しか話せない私ですが、毎年カンボジアに一味変わった旅行に行っています。

ご縁があって貧困家庭の子供達に教育支援している御夫婦と知り合いになり、微力ながら私も毎年

画材用品などを持って生徒たちに会いに行っています。世界最貧国のカンボジアでは、教育支援が大

変だそうです。親が学校に行かせたがらない。なぜなら学校に行かせるよりも働かせて生活費を稼い

でもらった方が家族が助かるからだそうです。私は、こんなご時世に教育が受けたくても受けれない

国が本当にあるのか？とビックリしました。

学校に行くと、生徒たちは素敵な笑顔で私たちを迎えてくれます。そして私たちに歌をうたって歓

迎をしてくれます。言葉は全く通じませんが、とても幸せな気持ちになります。私は、生徒たちから

沢山の元気をもらって帰国します。そして「さぁ！また頑張ろう！！」という気持ちにさせてもらえ

ます。今年も沢山の画材用品を持って生徒たちに会いに行きたいと思います。

療養部５階 島田 春美

今年の冬、大阪では雪がたくさん降りました。

皆さんはどう感じるでしょう。
寒くて大変と思う方もいらっしゃると思います。
私はベトナムに居た頃、雪を見たことがなく、
日本で雪を見ることができて、綺麗で嬉しく感
動しました。

これから素晴らしい春を迎え、新たな目標へ
と向かって、希望を持って、皆さんと共に頑張
りたいと思います。
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